
医
制
八
十
年
史
に
よ
れ
ば
、
最
盛
期
に
は
三
十
校
も
あ
っ
た
明
治

時
代
前
期
の
公
立
医
学
校
が
、
明
治
二
十
年
九
月
の
勅
令
第
四
十
八

号
に
よ
っ
て
、
「
府
県
立
医
学
校
ノ
費
用
ハ
明
治
二
十
一
年
度
以
降

地
方
税
ヲ
以
テ
之
ヲ
支
弁
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
以
後
は
仙
台
・
千
葉
・
金
沢
・
岡
山
・
長
崎
の
公
立
医
学
校
が

官
立
と
な
っ
た
。
そ
し
て
地
方
自
治
体
と
し
て
財
政
的
に
ゆ
と
り
が

あ
っ
た
愛
知
・
京
都
・
大
阪
の
公
立
医
学
校
だ
け
が
残
っ
た
。
演
者

は
第
一
・
二
報
に
お
い
て
埼
玉
県
立
医
学
校
、
群
馬
県
医
学
校
、
栃

木
県
医
学
校
、
茨
城
医
学
校
、
秋
田
県
立
医
学
校
、
山
形
県
医
学
校

の
廃
止
の
顛
末
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
こ
れ
ら
の
六
校
に
つ
い
て
は

前
四
校
は
政
治
経
済
的
理
由
で
勅
令
第
四
十
八
号
の
発
令
を
待
た
ず

し
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

弘
前
医
学
校
は
明
治
十
年
に
設
立
さ
れ
、
一
時
青
森
に
移
っ
た

明
治
時
代
の
公
立
医
学
校

廃
止
の
顛
末
そ
の
三

西

川

槇
八

が
、
魚
住
完
治
医
学
校
長
の
「
日
青
森
〈
土
地
卑
湿
、
口
海
港
ノ
為

メ
風
俗
淫
狼
、
白
物
価
高
し
。
弘
前
〈
皆
是
一
一
反
シ
、
㈲
土
地
高

燥
、
口
飲
水
宜
シ
、
白
風
俗
宜
シ
ク
海
港
ノ
比
一
一
ア
ラ
ズ
、
四
物
価

二
三
割
ノ
下
直
也
。
従
来
ノ
通
弘
前
ヲ
基
礎
ト
決
シ
可
然
」
と
の
意

見
が
認
め
ら
れ
て
弘
前
に
戻
っ
た
と
青
森
県
史
第
七
巻
に
記
さ
れ
て

い
る
。
明
治
十
三
年
五
月
に
弘
前
に
大
火
災
が
あ
っ
た
が
、
医
学
校

は
再
建
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
十
八
年
三
月
に
廃
止
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。

つ
ぎ
に
須
賀
川
医
学
校
に
つ
い
て
県
立
岩
瀬
病
院
百
年
史
に
よ
る

と
、
明
治
四
年
に
医
学
講
義
所
を
院
内
に
設
け
、
翌
五
年
医
学
所
が

で
き
、
十
二
年
に
須
賀
川
医
学
校
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
十

四
年
に
は
福
島
に
移
転
し
て
福
島
医
学
校
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て

理
由
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
勅
令
第
四
十
八
号
が
出
る
よ

り
早
く
、
明
治
二
十
年
三
月
に
廃
止
と
な
っ
て
い
る
。

三
重
県
医
学
校
は
明
治
九
年
五
月
に
安
濃
郡
塔
世
村
公
立
病
院
内

に
設
立
さ
れ
、
同
年
九
月
に
伊
勢
市
の
医
学
校
を
合
併
し
て
明
治
十

一
年
に
校
舎
を
新
築
し
て
い
る
。
し
か
し
明
治
十
九
年
三
月
に
廃
校

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

宮
崎
県
医
史
上
巻
に
よ
れ
ば
、
宮
崎
医
学
校
は
明
治
十
二
年
一
月
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に
創
設
さ
れ
た
公
立
宮
崎
病
院
の
付
属
施
設
と
し
て
医
学
生
を
養
成

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宮
崎
県
政
八
十
年
史
年
表
に
よ
れ
ば
同
年
五

月
に
医
学
所
は
設
置
さ
れ
、
十
五
歳
以
上
の
生
徒
三
十
名
を
募
集
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宮
崎
医
学
校
は
乙
種
医
学
校
で
、
卒
業
後

医
術
開
業
試
験
を
受
け
て
合
格
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の

受
験
に
は
中
央
の
都
会
が
勉
強
に
有
利
で
、
済
生
学
舎
に
入
る
と
か

東
京
で
書
生
を
す
る
方
が
、
宮
崎
医
学
校
で
学
ぶ
よ
り
能
率
が
よ
か

っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
経
費
の
割
に
効
率
が
よ
く
な
か
っ
た
こ
と
、

ま
た
優
秀
な
人
材
は
中
退
し
て
軍
人
や
政
治
家
を
志
望
す
る
も
の
が

多
く
な
っ
た
こ
と
と
、
経
済
不
況
が
明
治
十
四
年
に
始
ま
り
十
七
年

に
頂
点
に
達
し
、
地
方
税
が
国
民
の
重
荷
と
な
り
、
全
国
的
に
十
七

年
頃
に
は
医
学
校
経
営
が
困
難
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
で
宮

崎
医
学
校
は
明
治
十
八
年
に
廃
校
に
な
っ
た
。

上
記
の
四
校
は
明
治
二
十
年
十
月
の
勅
令
第
四
十
八
号
の
発
令
を

待
た
ず
し
て
廃
校
と
な
っ
た
が
、
つ
ぎ
に
記
す
三
校
は
勅
令
に
よ
っ

て
廃
校
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

福
井
医
学
校
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
福
井
県
議
会
史
第
一
巻
。
第

二
巻
、
福
井
県
教
育
百
年
史
第
三
巻
史
料
篇
に
つ
い
て
記
述
す
る
と

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
福
井
公
立
医
学
校
開
校
式
は
明
治
八
年
十
月

十
五
日
に
挙
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
に
入
学
を
許
さ
れ
て
い
た
の

は
五
十
八
名
で
あ
っ
た
。
さ
き
に
記
し
た
と
お
り
、
福
井
医
学
校
も

経
費
が
か
さ
む
た
め
に
し
ば
し
ば
廃
校
が
論
議
さ
れ
た
が
、
そ
の
度

毎
に
校
費
の
復
活
が
図
ら
れ
、
勅
令
の
出
た
明
治
二
十
年
度
限
り
維

持
す
る
こ
と
と
な
り
、
明
治
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
限
り
廃
止
と

決
定
し
た
。

広
島
医
学
校
は
広
島
大
学
医
学
部
三
十
年
史
に
よ
れ
ば
、
明
治
十

年
五
月
に
公
立
広
島
病
院
の
開
設
と
同
時
に
、
そ
の
付
属
医
学
校
と

し
て
設
立
さ
れ
開
校
し
て
い
る
。
初
代
校
長
は
吉
村
寅
太
郎
で
あ
っ

た
。
内
容
は
充
実
し
て
い
て
十
四
年
三
月
に
は
第
一
回
卒
業
生
二
十

四
名
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
卒
業
生
は
上
京
し
て
開
業
試
験
を

受
け
て
い
る
。
し
か
し
明
治
十
五
年
の
「
医
学
校
通
則
」
の
公
布
に
伴

い
、
甲
種
の
医
学
校
と
し
て
格
付
け
さ
れ
、
大
学
卒
業
生
と
同
様
に

開
業
試
験
を
受
け
ず
に
開
業
免
状
が
下
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
明
治
二
十
年
十
月
の
勅
令
に
よ
っ
て
廃
校
と
決
定
し
た
。

こ
の
時
ま
で
に
創
立
以
来
十
二
年
を
経
過
し
、
こ
の
間
養
成
さ
れ
た

医
師
は
四
百
九
十
余
名
と
い
う
実
績
が
あ
っ
た
（
こ
れ
に
は
反
論
が
あ

り
約
一
五
○
’
一
六
○
名
と
も
い
う
）
。

函
館
に
は
明
治
六
年
八
月
頃
に
開
設
し
た
医
学
校
が
あ
っ
た
と
函
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館
病
院
百
二
十
年
史
に
あ
る
。
そ
の
後
中
絶
再
興
の
経
緯
が
あ
り
、

後
に
は
医
学
講
習
所
と
な
っ
た
が
、
勅
令
第
四
十
八
条
で
廃
校
と
な

っ
た
。明

治
二
十
年
に
は
公
立
医
学
校
は
十
八
校
と
な
っ
て
お
り
、
勅
令

が
な
く
と
も
淘
汰
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

（
日
大
医
学
部
公
衆
衛
生
学
教
室
）

小
倉
金
之
助
先
生
の
〃
数
学
教
育
の
根
本
問
題
″
の
最
初
に
次
の

よ
う
な
コ
ト
バ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
ケ
ー
レ
ー
の
コ
ト
バ
で

〃
あ
ら
ゆ
る
数
学
の
中
で
、
あ
の
驚
嘆
す
べ
き
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
比

例
論
ほ
ど
壮
麗
な
も
の
を
多
く
見
た
こ
と
が
な
い
〃
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
．
ヘ
リ
ー
の
コ
ト
バ
で
、
〃
私
は
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
比
例
論
の

た
め
に
、
我
が
生
涯
の
貴
重
な
時
を
多
く
失
っ
た
〃
と
あ
た
か
も
価

値
観
の
ち
が
う
二
つ
の
コ
ト
零
〈
を
染
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
倉
氏
が

常
に
唱
え
て
こ
ら
れ
た
実
用
数
学
の
重
要
性
が
こ
こ
に
も
う
す
で
に

表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
、
ま
た
現
今
大
学
に
お
け
る
教
養
課
程

で
の
自
然
科
学
教
育
（
勿
論
こ
こ
に
数
学
も
含
ま
れ
る
）
と
専
門
課
程

昭
和
十
年
改
正
の
算
術
教
育
変
更
方
針

と
そ
の
後
の
初
等
。
中
等
。
数
学
。
理

科
教
育
の
改
革
な
ら
び
に
大
学
・
理
科

教
育
改
正
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

柴
田
幸
雄
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